
みんなの力で 地域を守る
「令和６年度三重四川連合総合水防演習」を開催します

１．主 催
国土交通省中部地方整備局、三重県、津市、四日市市、伊勢市、松阪市、鈴鹿市、
亀山市、多気町、明和町、大台町、玉城町、度会町、大紀町

２．日 時
令和６年５月１９日（日） ９：００～１１：００

３．場 所
三重県津市木造町地先 雲出川緑地
（雲出川左岸河川敷6.2km付近）

４．取材上の注意
本演習の取材に関しては、事前に登録が必要です。取材をご希望される報道関係者の
方は、別紙「取材登録書」にご記入の上、５月１４日（火）１５時までにメールまたはFAXで
お申し込み下さい。また、期限内の申し込みが難しい場合は、三重河川国道事務所まで
お問い合わせください。
取材登録いただいた皆様は、５月１６日（木）開催予定の水防演習の概要を説明する「メ
ディア向け事前説明会」にご参加いただけます。演習本番の取材円滑化にご協力をお願
いいたします。
概要は以下のとおりです。
開催予定日：５月１６日（木）１０時～
場所：WEB会議方式

５．訓練中止の場合

中止の場合は、訓練当日（5月19日）の6時頃に、三重河川国道事務所HP及びX（旧
Twitter）にてお知らせします。
三重河川国道事務所HP （https://www.cbr.mlit.go.jp/mie/）
三重河川国道事務所X（旧Twitter）（https://twitter.com/mlit_mie）

６．配布先
中部地方整備局記者クラブ、三重県政記者クラブ、三重県第二県政記者クラブ

令和６年５月１０日
中部地方整備局
三重河川国道事務所

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
地域の明日へ、地域とともに。

本演習は、三重四川（鈴鹿川・雲出川・櫛田川・宮川）における洪水被害及び高潮被害を
想定し、水防関係者の水防技能の習熟と防災関係機関が相互に連携した複合型災害に
対する各種実動訓練により、防災体制の確立と強化を図るとともに、水防技術の向上、伝
承及び水防知識の普及と理解、さらには水防意識の向上を図ることを目的としています。



７．問い合わせ先
○訓練全般に関すること
国土交通省 中部地方整備局 河川部 水災害対策センター
セ ン タ ー 長 川村 昭彦（かわむら あきひこ）
水災害対策専門官 飯嶋 有年（いいじま ゆうねん）
中小河川水防係長 近藤 貴久（こんどう たかひさ）

TEL：052-685-5117

○現地取材に関すること
国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所
副 所 長 原 幹彦（はら みきひこ）

総括地域防災調整官 奥村 明史（おくむら あけし）
流 域 治 水 課 長 岩田 孝治（いわた こうじ）

TEL：059-229-2211（代表）

８．その他
○過去の水防演習の状況は、以下のHPからご確認いただけます。
国土交通省中部地方整備局
総合水防演習・広域連携防災訓練

https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/mizubouenshu/index.htm



１．報道機関名 ○○○○○○○○○○○○○

２．取材者
（１）お名前（複数名の場合、代表者名）

○○

（２）ご連絡先 TEL： ○○○○○○○○○ ○

e-mail： ○○○○○○○○○○

（３）取材人数 人

３．事前説明会 参加する ・ 参加しない

回答先 三重河川事務所流域治水課

ＦＡＸ番号：０５９－２２９－２２１６
メールアドレス：cbr-miechousa@mlit.go.jp

別紙「取材登録書」

「令和６年度三重四川連合総合水防演習」
取材登録書

本演習の取材をご希望される報道機関におかれましては、事前登録のためこち
らの取材登録書をご記入のうえ、期限までにＦＡＸまたはメールにて送信をお願い
いたします。
なお、取材登録された皆様は、演習の概要を説明する「メディア向け事前説明会」
（５月１６日（木）１０時～開催予定、WEB 方式）にご参加いただけます。
説明会に参加を希望の方は、「ご連絡先」欄にメールアドレスを必ずご記入くださ
い。記載されたアドレスにWEB 会議室情報をお送りします。

回答期限 令和６年５月１４日（火）１５時００分まで



お問合せは…国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所　TEL 059-229-2211（代）　https://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

演習状況をYouTubeでLive配信します。 詳しくはHPを参照ください 5月は水防月間です。

国土交通省中部地方整備局、三重県、津市、四日市市、伊勢市、松阪市、鈴鹿市、亀山市、多気町
明和町、大台町、玉城町、度会町、大紀町主催

全国水防管理団体連合会、（公社）日本河川協会、（公財）河川財団、（一財）河川情報センター、（一社）中部地域づくり協会協賛

（一社）建設広報協会後援

協力

気象庁名古屋地方気象台、気象庁津地方気象台、国土地理院中部地方測量部、陸上自衛隊第10師団、
陸上自衛隊第33普通科連隊、三重県警察本部、津市消防本部、四日市市消防本部、伊勢市消防本部、松
阪地区広域消防組合消防本部、鈴鹿市消防本部、亀山市消防本部、紀勢地区広域消防組合消防本部、
津市消防団、四日市市消防団、伊勢市消防団、松阪市消防団、鈴鹿市消防団、亀山市消防団、多気町消防
団、明和町消防団、大台町消防団、玉城町消防団、度会町消防団、大紀町消防団、四日市港管理組合、日
本赤十字社三重県支部、（一社）中部地域づくり協会、中部地方防災エキスパート、（一社）三重県建設
業協会、（一社）三重県測量設計業協会、（一社）日本建設機械施工協会、（一社）リバーテクノ研究会、（公
社）全国土木コンクリートブロック協会、（公社）久居一志地区医師会、中部電力パワーグリッド（株）三
重支社、イオンリテール（株）東海カンパニー、住友電装（株）津製作所（予定含む）

令和6年度
三重四川連合総合水防演習
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三重県津市木造町地先 雲出川緑地
（雲出川左岸河川敷6.2km付近）

会場／三重県津市木造町地先 雲出川緑地
（雲出川左岸河川敷6.2km付近）

会場／

どなたでも
見学
できます

大規模な水害に備え、水防工法の実演や防災機関による情報共有訓練・被災者救助訓練などの水防演習・防災訓練を実施します。
会場ではパネルや最新の防災機器の展示、体験しながら学べるコーナーも設置します。ぜひご来場ください。

※写真はイメージです。
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三重県津市木造町地先 雲出川緑地5月19日（日）9：00～11：00

主な演習プログラム

開会式

演習開始の号令
演習想定
合同記者会見
WEB会議ツールによる情報共有
事前放流に関する情報
防潮扉の閉鎖
気象情報提供
災害対策本部の設置
河川巡視による情報収集
水防工法［準備］ ①土のう拵え

災害対策本部体制の切替
要配慮者利用施設避難訓練
浸水センサー通知
防災エキスパートによる災害報告
水防工法［洗掘防止対策］②シート張り工
暴風、波浪、高潮特別警報発表

ホットライン（危険水位＋漏水）WEB
緊急放流操作事前通知
緊急速報メール

水防工法［漏水防止対策］ ③月の輪工　④釜段工
水防工法［越水防止対策］
⑤積み土のう工　⑥改良積み土のう工　⑦三角水のう工
大雨特別警報の発表
緊急放流操作開始

Car-SATとドローン被災状況調査
SAR観測要請
TEC-FORCE派遣
国土地理院へ空撮要請
「浸水推定図」の提供
ヘリによる被災状況調査
イオンとの連携（災害対策機械待機）
被災状況調査の支援要請
道路啓開
ハイブリッドドローンによる被災堤防計測
排水ポンプ車による排水作業
決壊堤防の荒締め切り
トリアージ・医療救護活動・被災者搬送
心肺蘇生、災害時に役立つ技術、dERU紹介
地元企業の取り組み
航路啓開
緊急物資の緊急輸送

閉会式

9：00

9：20

避難判断水位・高齢者等避難発令

氾 濫 危 険 水 位

避 難 指 示 の 発 令

雲出川堤防漏水決壊による氾濫発生

※プログラムは変更、中止する場合があります。

10：00

10：30

11：00
（終了）

●水防工法（積み土のう工）

●ヘリによる被災状況調査

主な演習内容

●河川巡視

●水防工法（釜段工）

●TEC-FORCE派遣

●道路啓開

●決壊堤防の荒締め切り

●水防準備（土のう拵え）

●排水作業

●被災者搬送

会場では体験コーナー、
災害時に活躍する車両
展示、防災に関するパネ
ル展示など水防につい
て学べるコーナーも
設置します。

展示・体験コーナー

令和6年度三重四川連合総合水防演習
場所日時
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